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主 な 記 事
１面 年頭行事・訓練始め

成人行事
２面 クリスマスコンサート２０２３

女性自衛官配置５０周年を祝う会
３面 第５旅団格闘指導官養成集合訓練

年初飛行訓練
４面 帯広駐屯地糧食班推し献立紹介

帯広・美幌・釧路・鹿追・別海の各駐屯地は、
２０歳を迎えた隊員に対して、２０歳の集いを実
施しました。
人生の大きな節目を迎えた隊員達は、今後責任
ある人間として、一社会人として、自衛官として
の自覚を持ち、更なる飛躍を誓いました。

第５偵察隊

別海駐屯地鹿追駐屯地

第５旅団の隷下部隊は令和６
年の年頭行事及び訓練始めを実
施するとともに、新年の隊務を
始動しました。

司令部

第４普通科連隊 第５高射特科隊
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帯広駐屯地（司令 井川１佐）は、１２月１７日（日）、帯広市内において、帯広駐屯地にお
ける女性自衛官配置５０周年を祝するとともに、女性活躍推進に資することを目的として「帯広
駐屯地女性自衛官配置５０周年を祝う会」を帯広市自衛隊家族会女性部との協賛で実施しました。
「祝う会」は元第５音楽隊の隊員によるマリンバ
とカホンの演奏や、駐屯地ＯＧの元女性自衛官や現
役の女性自衛官へのインタビュータイム等、終始和
やかな雰囲気で進められていき、参加者からは「女
性自衛官の職域が広がっていて驚いた」、「昔より
女性自衛官の勤務環境が改善されていると感じた」
等の感想がよせられ、幕を閉じました。
駐屯地は引き続き、女性自衛官が活き活きと活躍
できる勤務・生活環境の更なる向上を図り、女性自
衛官が安んじて任務に邁進できる環境醸成に取り組
んで参ります。

第５旅団（旅団長 鳥海陸将補）は、１２月１６日（土）、
幕別町百年記念ホールにおいて、「地域とともに」をテーマ
に、帯広市出身で自衛隊帯広地方協力本部の広報大使である
「さくらまや」さん及び帯広畜産大学ダンスサークル「ＳＩ
ＶＡ」（以下ＳＩＶＡ）さんをお招きして、「第５旅団クリ
スマスコンサート２０２３」を開催しました。
本コンサートは、クリスマスを連想する曲により来場者を

クリスマス気分へ誘う２部構成で実施され、華麗さと爽快さ
を兼ね備えた華々しいオープニング曲から始まった第１部で
はクラシック曲ならではの美しい音色で来場者を魅了しました。第２部では映画・アニメ曲など
幅広い年齢層に合わせた楽しむ曲を中心に演奏するとともに、さくらまやさん及びＳＩＶＡさん
によるダンスコラボを披露し、終始大盛況でコンサートを終了しました。約７００人の来場者の
皆様からは「大迫力の演奏が心に響きました」、「一足早いクリスマスプレゼントを届けてくれ
てありがとうございます」、「コラボ演奏が地域との繋がりを感じました」などの言葉を頂きま
した。
第５旅団は、本コンサートを通じて地域住民との親近感を醸成するとともに、一体感をより一
層深められました。

さくらまやさんとの
コラボ演奏

ＳＩＶＡさんとの
コラボ演奏第２部第１部

記念写真
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第５旅団は、１１月６日（月）から１２月１５日（金）
までの間、帯広駐屯地において、部隊格闘指導官養成集合
訓練を実施しました。
本訓練は、第４普通科連隊（連隊長 南條１佐）が担任

部隊となって、旅団内の格闘検定特級保有者１６名に対し
て格闘の基礎・応用技術から指導理論などの指導官になる
上で必要な知識及び技能を修得させるものであり、専修員
は約１ヶ月半にわたる厳しい訓練に参加するとともに、指
導部は旅団格闘要望事項「常在戦場」の真に戦える戦士の
育成を具現化していきました。特に、教育終盤の１２月６
日から８日、部隊格闘指導官の資格を付与するための認定

令和５年度第５旅団部隊格闘指導官養成集合訓練

真に戦える戦士の育成を

総合訓練

記念撮影

認定試験
試験を３日間実施し、１日目は学科試験、２日目は小銃・
銃剣・徒手の約３０種類に及ぶ各種技術、３日目は四方か
ら不意急襲的に現れる敵にどう対処するかの技術運用、最
後に指導法について評価しました。１２月１２日から１３
日は今まで学んできた訓練の集大成となる総合訓練を実施
し、１夜２日の連続状況で専修員は、過酷な戦闘が生起し
て、体力に限界を迎えてしまうことがありましたが、不撓
不屈の精神で何度も立ち上がり難局を乗り越えて、総合訓
練を終了しました。教育最終日の１５日、第５旅団長から
部隊格闘指導官の徽章が一人ひとりに手渡されるとともに、
１６名の部隊指導官が誕生しました。
１６名の部隊格闘指導官は、本訓練で学んだことを生か

し、各部隊で格闘技術を普及していきます。
徽章授与

十勝晴れの上空を約１時間飛行する

旅団長による
年頭の辞

第５旅団は、１月１５日（月）、帯広駐屯地十勝飛行場及び十勝周辺空域において、同旅団唯
一の航空科部隊である第５飛行隊（隊長 村山２佐）の飛行能力を向上させるとともに、１年間
の航空安全を祈願することを目的に令和６年年初飛行訓練を実施しました。
訓練当日は多用途ヘリコプターＵＨー１Ｊの３機をもって、帯広十勝飛行場を離陸し、十勝周

辺空域を高度約７６０ｍで約１時間飛行しつつ、第５旅団長が上空のヘリコプターから「第５旅
団は道東第一線部隊として、防衛・警備及び災害への対処、国際社会の平和と安定への貢献等、
あらゆる任務に即動して、使命を果たしていく」と年頭の辞を述べるとともに、令和６年の航空
安全を祈願し、同飛行訓練を終了しました。
第５旅団は、令和６年を更なる飛躍の年として、日々練磨を重ね、進化を遂げていきます。
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り
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▲鳥海旅団長

鳥海旅団長は、１月３０日（火）、月

ごとの帯広駐屯地慰霊碑参拝を行いまし

た。

旅団長は、帯広駐屯地の所属隊員二十

二柱の御霊に衷心より、敬意と感謝の念

を捧げて哀悼の意を表すとともに、日夜

地域のために精励する旅団・帯広駐屯地

全隊員の安全、我が国の平和と繁栄を祈

願しております。

鳥海旅団長
帯広駐屯地慰霊碑参拝

帯広駐屯地は、我が国の水産物消費拡大に向けた
取組みとして、「推し献」（帯広駐屯地として推す
献立）の選定を実施しました。１２月１１日～１４
日の４日間、昼食に隊員のアンケートにより選定し
た国産魚介類を用いた献立を提供した結果、「鮭フ
ライ」「たらフライタルタルソース」が上位２献立
となり、「推し献（立）」として決定しました。
陸上自衛隊では３と７の付く日は「さかなの日」
として設定されており、当駐屯地では３月の「さか
なの日」において「推し献（立）」を提供するとと
もに、継続的に国産魚介類を用いた献立を提供して
いきます。

第１位

鮭フライ

第２位

たらフライ

タルタルソース


